
平
成
二
十
一
年
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月
十
八
日
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出

質
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一
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四

号
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大
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七
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財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
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に
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員
等
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関
す
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問
主
意

書

提

出

者

鈴

木

宗

男

134



財
務
大
臣
の
先
進
七
カ
国
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
出
席
に
同
行
し
た
政
府
職
員
等
に
関
す
る
質
問
主
意

書

本
年
二
月
十
三
日
と
十
四
日
、
先
進
七
カ
国
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
（
Ｇ
�
）
に
出
席
す
べ
く
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ

に
滞
在
し
た
中
川
昭
一
前
財
務
大
臣
が
、
現
地
時
間
で
同
月
十
四
日
十
五
時
過
ぎ
か
ら
行
わ
れ
た
白
川
方
明
日
本
銀
行
総
裁
と

の
共
同
記
者
会
見
（
以
下
、
「
会
見
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
ろ
れ
つ
が
回
ら
ず
、
不
明
瞭
な
受
け
答
え
を
し
た
と
し
て
、
同

月
十
七
日
、
財
務
大
臣
を
辞
任
し
た
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

今
次
の
中
川
前
大
臣
の
ロ
ー
マ
訪
問
に
同
行
し
た
政
府
職
員
及
び
現
地
に
お
い
て
中
川
前
大
臣
を
ア
テ
ン
ド
し
た
政
府
職

員
は
誰
か
、
そ
の
官
職
氏
名
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

安
藤
裕
康
在
イ
タ
リ
ア
日
本
国
特
命
全
権
大
使
は
、
現
地
に
お
い
て
中
川
前
大
臣
を
ア
テ
ン
ド
し
て
い
た
か
。

三

中
川
前
大
臣
は
「
会
見
」
を
行
っ
た
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
�
昼
食
会
を
中
座
し
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

財
務
省
の
玉
木
林
太
郎
国
際
局
長
や
日
本
か
ら
取
材
で
同
行
し
た
記
者
、
イ
タ
リ
ア
人
通
訳
数
人
と
会
食
し
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
右
の
会
食
（
以
下
、
「
会
食
」
と
い
う
。
）
は
中
川
前
大
臣
が
公
務
と
し
て
行
っ
た
も
の
か
。

四

本
年
二
月
十
八
日
付
の
毎
日
新
聞
（
以
下
、
「
毎
日
新
聞
」
と
い
う
。
）
に
は
「
中
川
氏
と
麻
布
高
校
の
同
期
で
東
大
法

一



学
部
の
同
窓
で
も
あ
る
玉
木
局
長
が
一
部
の
女
性
記
者
を
招
い
た
と
い
う
。
」
と
の
記
事
が
あ
る
が
、
右
記
述
は
事
実
を
反

映
し
て
い
る
か
。

五

「
毎
日
新
聞
」
に
は
「
お
酒
を
飛
行
機
の
中
で
飲
ん
だ
。
風
邪
薬
も
多
め
に
飲
ん
だ
。
そ
の
相
乗
効
果
に
な
っ
た
」
、

「
ワ
イ
ン
の
グ
ラ
ス
に
口
を
付
け
た
程
度
、
飲
ん
で
は
い
な
い
」
と
、
「
会
食
」
の
際
に
中
川
前
大
臣
は
飲
酒
し
、
そ
の
前

日
か
ら
中
川
前
大
臣
が
風
邪
薬
等
を
服
用
し
て
い
た
と
の
記
事
が
あ
る
が
、
中
川
前
大
臣
に
同
行
し
て
い
た
、
ま
た
は
現
地

で
ア
テ
ン
ド
し
た
一
の
政
府
職
員
は
、
そ
の
時
の
中
川
前
大
臣
の
体
調
が
ど
の
様
な
状
態
に
あ
る
か
把
握
し
て
い
た
か
。

六

「
会
食
」
に
同
席
し
た
政
府
職
員
の
官
職
氏
名
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

「
毎
日
新
聞
」
に
は
「
『
約
三
十
分
ほ
ど
』
（
レ
ス
ト
ラ
ン
支
配
人
）
だ
っ
た
飲
食
後
に
中
川
氏
は
午
後
二
時
五
十
分
か

ら
約
十
五
分
、
同
ホ
テ
ル
内
で
ロ
シ
ア
の
ク
ド
リ
ン
財
務
相
と
日
露
財
務
相
会
談
に
臨
ん
だ
。
こ
の
際
、
麻
生
太
郎
首
相
を

『
麻
生
大
臣
』
と
言
い
間
違
え
る
な
ど
、
言
動
に
不
安
定
さ
も
み
ら
れ
た
。
」
、
ま
た
本
年
二
月
十
八
日
付
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ

ポ
ン
に
は
「
ロ
シ
ア
通
信
は
、
記
者
会
見
前
の
ク
ド
リ
ン
副
首
相
兼
財
務
相
と
の
個
別
会
談
で
、
中
川
氏
が
麻
生
首
相
の
こ

と
を
『
大
臣
』
と
呼
ぶ
な
ど
、
既
に
『
普
通
の
状
態
で
な
い
』
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
」
と
、
右
の
会
談

（
以
下
、
「
会
談
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
も
、
中
川
前
大
臣
は
既
に
朦
朧
と
し
た
状
態
に
あ
っ
た
旨
報
じ
て
い
る
が
、
右

二



記
事
の
内
容
は
事
実
か
。

八

「
会
談
」
に
同
席
し
た
政
府
職
員
の
官
職
氏
名
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

七
の
新
聞
記
事
の
内
容
が
事
実
な
ら
ば
、
八
の
政
府
職
員
は
、
中
川
前
大
臣
が
言
い
間
違
い
を
し
た
際
に
そ
れ
を
即
座
に

指
摘
し
、
訂
正
さ
せ
る
等
、
適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
か
。

十

「
毎
日
記
事
」
に
は
「
午
後
三
時
四
十
五
分
か
ら
の
内
外
記
者
会
見
の
前
に
は
す
で
に
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
状
態
だ
っ

た
。
」
と
あ
る
が
、
右
記
事
の
内
容
は
事
実
か
。

十
一

十
の
「
毎
日
記
事
」
の
内
容
が
事
実
な
ら
ば
、
国
益
の
観
点
か
ら
も
、
「
会
見
」
に
は
中
川
前
大
臣
で
は
な
く
代
理
の

者
が
出
席
す
る
、
ま
た
は
白
川
総
裁
の
み
で
行
う
等
の
方
法
を
と
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

十
二

今
次
の
中
川
前
大
臣
に
よ
る
一
連
の
失
態
は
、
中
川
前
大
臣
本
人
に
責
任
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
同
様
に
、

中
川
前
大
臣
を
支
え
る
立
場
に
あ
っ
た
一
の
政
府
職
員
も
、
然
る
べ
き
対
応
を
と
っ
て
い
た
か
、
厳
し
く
検
証
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
麻
生
総
理
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


